


























1　団藤重光 = 森田宗一『新版少年法』（有斐閣、第 2 版、1984 年）367 頁。田宮裕 = 廣瀬
健二編『注釈少年法』（有斐閣、第 4 版、2017 年）457 頁。































3　河村博（編）『少年法－その動向と実務－』（東京法令出版、第 3 版、2014 年）62 頁。
4　武内・前掲注 2）185 頁。
5　根岸重治「少年事件の捜査段階における勾留と観護措置」警察研究 34 巻 1 号（1963 年）
63 頁以下。廣瀬健二（編）『少年事件重要判決 50 選』（立花書房、2010 年）36 頁以下〔岡
崎忠之・親家和仁・飯島泰〕。河村（編）・前掲注 3）62 頁。植村立郎『骨太少年法講義』（法
曹会、2015 年）61 頁。武内・前掲注 2）185 頁。田宮 = 廣瀬・前掲注 1）458 頁。他方、









所者」（同条 3号）、「未決在所者」（同条 4号）、「在院中在所者」（同条 5号）、「各
種在所者」（同条 6号）といった 4 つの類型に分けている。このうち、捜査段
階において勾留に代わる観護措置によって少年鑑別所に身柄を拘束されてい
る者は、少年法 17条 1項 2号の観護措置、すなわち、捜査機関から事件が
家庭裁判所へ送致された後に家庭裁判所によって少年鑑別所での身体拘束を
伴う観護措置が執られた者や少年法 14条 2項において準用する刑訴法 167






















































































































































































































訟法』（弘文堂、第 4 版、2009 年）81 頁。
17　河村博（編）『少年法～その動向と実務～』（東京法令出版、2009 年）63 頁、丸山哲巳「勾
留に代わる観護措置について理由開示の請求ができるか。できるとした場合の開示すべき









































拓人「少年法 48 条 1 項の「やむを得ない場合」の意義」別冊判例タイムズ 35 号（2013 年）





































24　河原俊也「少年の勾留場所」別冊判例タイムズ 35 号（2013 年）198 頁。
25　廣瀬（編）・前掲注 5）37 頁〔岡崎忠之・親家和仁・飯島泰〕。河村（編）・前掲注 3）62 頁。





























28　福岡地決平成 2・2・26 家月 42 巻 5 号 122 頁。
29　田宮＝廣瀬・前掲注 1）487 頁。
30　植村・前掲注 22）341 頁。
31　廣瀬（編）・前掲注 5）40 頁〔岡崎忠之、親家和仁、飯島泰〕。川出・前掲注 23）21 頁。





























河原・前掲注 24）198 頁以下。なお、川出・前掲注 23）21 頁によれば、勾留場所の選択に
つき、勾留場所を少年鑑別所とすることによって「やむを得ない場合」が生じる場合、勾
留場所は当然に刑事施設や留置施設となることから、実際に勾留場所の選択が問題となる
のは、施設上の理由とは無関係な捜査上の支障から勾留が認められた場合ということにな
るとされる。
29
勾留に代わる観護措置における面会の制限について
う 34。いずれにしても、勾留と勾留に代わる観護措置との関係も含めて、被
疑少年の身柄拘束のあり方については、今後、改めて検討していかなければ
ならない課題であるように思われる。
34　植村・前掲注 5）61 頁。
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